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　呼び出し料金がかから
ず、カード支払いや現金領
収書の発行が可能で、安全
帰宅サービスまで提供され
る金海市法人ブランドタク
シー「伽耶コール」。４月15
日から300台が本格運行し
ます。
　３月末から10台で試験運
営され、市民から好評を得
ている「伽耶コール」。ＧＰＳ位置推測システムと最先端コールシス
テム端末機、クレジットカードや交通カード決済機能などを備え、
さらには女性や子どもの安全な帰宅を保障してくれるタクシーで
す。
　また、利用客の一番近くを走っているタクシーの迅速な配車が可
能。タクシーの呼び出し料金1,000ウォン（約80円）が廃止された
ことで、利用客のタクシー料金負担も減りました。
　加盟業者は、労使が協約を結んで顧客に対する不親切や安全運転
の不履行、制服未着用など違反事項の規定を整備。違反者に対する
ペナルティ制度を導入するなど、顧客へのサービス提供に万全を期
しています。
　「伽耶コール」は、従来の地域大衆交通の枠組みを変え、新たなタ
クシー需要の創出につながることはもちろん、収益増大による業界
経営構造改善にも大きく寄与できると期待されています。
　金海市は試験運営の結果、迅速で便利なタクシーサービスの提供
で利用客とタクシー業者の双方が満足していると判断。今後、利用
客やタクシー業界の意見を総合的に検討し、この事業を拡大してい
く計画です。　　　　　（金海市広報紙2010年４月12日発行から）
＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度か
ら「パラムむなかた（福岡教育大学船津研究室から名称変更）」が
翻訳しています

■問い合わせ先　市民活動交流室　☎（36）０３１１

　
韓
国
・
巨
済
（
コ
ジ
ェ
）

島
の
知
的
障
が
い
者
施
設

「
愛
光
園
」
の
園
生
23
人
が

５
月
17
日
、
２
泊
３
日
の
修

学
旅
行
で
宗
像
市
を
訪
れ
、

福
祉
施
設
を
は
じ
め
市

民
と
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　
修
学
旅
行
で
の
市
訪

問
は
今
年
で
７
回
目
。

同
18
日
に
は
、
市
の
愛

光
園
支
援
団
体
主
催
の

国
際
交
流
会
が
グ
ロ
ー

バ
ル
ア
リ
ー
ナ
で
開
か

れ
、
谷
井
博
美
市
長
を

は
じ
め
、
約
80
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場
は
、

ふ
ね
の
会
の
メ
ン
バ
ー
12
人

が
前
日
か
ら
準
備
。
会
場
設

営
や
食
材
の
手
配
は
福
岡
教

育
大
学
（
福
教
大
）
福
祉
社

会
教
育
コ
ー
ス
の
学
生
13
人

が
協
力
。
日
本
赤
十
字
九
州

国
際
看
護
大
学
（
日
赤
看
護

大
）
は
、
沖
縄
の
エ
イ
サ
ー

の
太
鼓
と
踊
り
で
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
愛
光
園
の
み
な
さ
ん
も
、

韓
国
の
色
鮮
や
か
な
民
族
衣

装
で
歌
と
踊
り
を
披
露
。
和

や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

●
参
加
団
体
　
愛
光
会
、
ふ

ね
の
会
、
福
教
大
、
日
赤

看
護
大
、
む
な
か
た
苑
、

く
す
の
木
園
、
サ
ン
ガ
ー

デ
ン
鞍
手
、
む
な
か
た
市

民
大
学
ゆ
め
お
り

第19回

戦
没
者
慰
霊
と
安
全
・
平
和
を
祈
願

沖
津
宮
現
地
大
祭

　
沖
津
宮
現
地
大
祭
は
、
日

露
戦
争
の
戦
没
者
慰
霊
と
、

こ
れ
か
ら
の
安
全
と
平
和
を

祈
る
た
め
に
毎
年
５
月
27
日

に
開
か
れ
る
神
事
で
す
。
１

年
の
う
ち
で
こ
の
日
だ
け
、

一
般
男
性
の
み
が
沖
ノ
島
に

上
陸
し
て
参
拝
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
38
（
１
９
０
５
）
年

５
月
27
日
午
前
５
時
５
分
に

火
ぶ
た
を
切
っ
た
日
本
海
海

戦
。
戦
争
で
は
、
ロ
シ
ア
側

が
死
者
４
８
３
０
人
、
捕
虜

６
１
０
６
人
、
日
本
側

が
死
者
１
１
７
人
、
負

傷
者
５
８
３
人
の
犠
牲

者
を
出
し
ま
し
た
。

　
当
時
、
沖
ノ
島
の
山

頂
近
く
に
あ
る
大
き
な

木
に
登
っ
て
眼
下
に
展

開
す
る
日
本
海
海
戦
を

目
撃
し
て
い
た
の
が
、

大
島
在
住
の
故
佐
藤
市

五
郎
氏
で
し
た
。
司
馬
遼
太

郎
著
の
「
坂
の
上
の
雲
」
に

登
場
す
る
１
場
面
で
す
が
、

宗
像
大
社
の
神
宝
館
に
は
、

そ
の
時
に
記
さ
れ
た
社
務
日

記
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
現
地
大
祭
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
約
２
４
０
人

が
参
加
。
沖
ノ
島
へ
「
し
お

か
ぜ
」で
向
か
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
悪
天
候
の
た
め

沖
ノ
島
へ
渡
る
こ
と
が
で
き

ず
、
大
島
の
沖
津
宮
遙
拝
所

で
参
拝
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
沖
ノ
島
近
海
で
起
こ
っ
た

日
本
の
近
代
史
に
深
く
刻
ま

れ
る
歴
史
と
、
世
界
遺
産
と

し
て
の
沖
ノ
島
が
持
つ
価
値

な
ど
、
参
加
者
の
沖
ノ
島
に

対
す
る
信
仰
の
深
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
世
界
遺
産
登
録
推
進
室

☎
（
36
）
１
３
７
２

沖ノ島へ向かう「しおかぜ」

沖津宮遥拝所で参拝する参加者

市民に好評を得ている「伽耶コール」

交流を深めた参加者

７
回
目
を
迎
え
た

「
愛
」の
国
際
交
流

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている韓国・金海（キメ）
市の広報紙を紹介しています。

「伽耶コール」
走り出したタクシー

【
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
】

●
宮
崎
菜
月
さ
ん

（
福
教
大
３
年
）

　
大
学
の
福
祉
社
会
教
育

コ
ー
ス
授
業
で
、
知
的
障
が

い
者
の
こ
と
や
ハ
ン
グ
ル
を

習
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
み

な
さ
ん
と
接
し
て
文
化
の
違

い
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
さ
ら
に
理
解
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
愛
光
園
園
長
・
金
任
順

（
キ
ム
イ
ン
ス
ン
）
さ
ん

　
年
を
重
ね
る
ご
と
に
交
流

が
深
ま
り
、
互
い
の
国
の
輪

が
広
が
っ
て
い
る
。
わ
た
し

は
高
齢
な
の
で
、
若
い
人
に

引
き
継
ぎ
、
こ
の
交
流
を
長

く
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
市
民
記
者
　
岩
元
賢
一
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
活
動
推
進
課

☎
（
36
）
１
５
４
０

第７回
日本の次世代リーダー養成塾
公開講座の聴講生を募集

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
高
校

生
が
、
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
を
代
表
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
人
の
講

義
を
受
け
る
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

「
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

養
成
塾
」。
地
方
自
治
体
、

学
界
、
経
済
界
が一
体
と
な
っ

て
開
催
す
る
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
養
成
塾
も
、
今
夏
で
７

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
は
、
メ
イ
ン
会
場
の

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
る
講
義
の
う
ち
、
中
村

俊
郎
さ
ん
と
山
折
哲
雄
さ
ん

の
講
義
を
特
別
公
開
。
次
世

代
を
担
う
高
校
生
に
送
ら
れ

る
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聴
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
入
場
無
料
。

講
師
の
中
村
俊
郎
さ
ん

講
師
の
山
折
哲
雄
さ
ん

●
日
時
／
演
題
／
講
師

▽
８
月
２
日
（
月
）
午
後
１

時
30
分
～
同
３
時
／
「
空

想
の
翼
で
駆
け
現
実
の
山

野
を
往
か
ん
～
世
界
遺
産

石
見
銀
山
に
生
ま
れ
、
育

ち
、
伝
え
る
～
」
／
中
村

俊
郎
さ
ん
（
中
村
ブ
レ
イ

ス
株
式
会
社
代
表
取
締

役
）

▽
８
月
８
日
（
日
）
午
前
９

時
～
同
10
時
30
分
／
「
親

鸞
と
道
元
～
人
間
の
比
較

～
」／
山
折
哲
雄
さ
ん（
宗

教
学
者
）

＊
い
ず
れ
も
20
分
前
開
場

●
場
所
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー

ナ
・
松
本
安
市
記
念
道
場

●
対
象
　
高
校
生
以
上

●
定
員
　
各
先
着
30
人

■
申
込
方
法
　
７
月
21
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら
、

市
民
活
動
交
流
室
内
・
日

本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

養
成
塾
公
開
講
座
係
☎

（
36
）
０
３
１
１
へ
電
話

で
申
し
込
む

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

▽
中
村
俊
郎
さ
ん

　
島
根
県
大
田
市
で
義
肢
装

具
を
製
作
・
提
供
。
地
元
の

石
見
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録

で
は
、「
石
見
銀
山
世
界
遺

産
を
め
ざ
す
会
」
の
理
事
と

し
て
尽
力
。

▽
山
折
哲
雄
さ
ん

　
日
本
の
宗
教
学
の
第
一
人

者
。
元
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
所
長
。
当
塾
の
講

義
や
質
疑
応
答
を
ま
と
め
た

「
17
歳
か
ら
の
死
生
観
・
高

校
生
と
の
問
答
集
」
な
ど
著

書
多
数
。


